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東京学芸大学 文部科学省委託「高等学校における日本語指導体制整備事業」2021 

調査 1 質問紙調査 「高等学校における日本語指導等に関する実態調査」 

結果 1 調査対象校及び協力校（回答に協力があった高等学校）について 

－設置者・課程・入試枠別の内訳－ 

 
本事業では、全国の高等学校、約 4800校を対象とし、以下の通り質問紙調査「高等学校における日

本語指導等に関する実態調査」を実施した。 

   

実施期間 ： 2021年 8月上旬～9月上旬 

実施方法 ： 7月下旬に教育委員会へ依頼状を送付し、 

8月上旬に各高等学校に質問紙を郵送し、協力を依頼した。 

回答は郵送、あるいはデジタル（エクセル表記入）での回答とした。 

  質問項目：  ○１. 学校について  

２. 在籍する外国人生徒等の在籍状況について 

３. 外国人生徒等の進路について 

４. 外国人生徒等教育の方針、受け入れ体制について 

５. 外国人生徒等に対する日本語指導・教科学習支援について 

６. 進路指導・キャリア教育について 

７. 多文化共生のための教育活動について 

８. 保護者との連携について 

９. 今後の取り組みについて 

10. 外国人生徒等を対象とする入試制度（令和 3年度）について 

 

本調査における生徒の呼称等について 

本調査においては、文部科学省の呼称、定義を用いています。「外国人生徒等」は外国籍の生徒の他、

日本国籍であっても海外にルーツのある生徒（国際結婚家庭の生徒や、家庭に日本語・日本文化以外の

言語・文化環境がある生徒）も含まれます。また、「日本語指導が必要な生徒」とは「日本語で日常会

話が十分にできない生徒、もしくは、日常会話ができても学年相当の学習言語が不足し、学習活動への

参加に支障が生じている生徒」（文部科学省が実施する「日本語指導が必要な児童生徒等の受入状況等

に関する調査」の定義）のことです。 

また、高等学校の入試において、外国人生徒等を対象とする定員枠がある場合、「特別枠」と呼びま

す。「特別枠」は県によって設置の状況が異なり、その対象となる高校や受験資格（例えば滞日期間が

3年未満）が定められています。入試において、外国人生徒等に、時間延長・漢字のルビ振り・辞書持

ち込み等どの配慮がある場合もありますが、それらは「特別措置」と呼びます。この調査の報告におい

ては、入試に外国人生徒等の特別枠のある高等学校を「枠有校」、入試に特別枠のない高等学校を「枠

無校」あるいは「一般校」と略して示している場合があります。また、特別枠のある学校でも、特別枠

を利用して入学した生徒もいれば、一般受験で入学する生徒もいます。これを区別するために「枠有校

特別枠入学生」「枠有校一般枠入学生」のように言い分ける場合もあります。 
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１．調査対象校 

  調査依頼をした高等学校数を、設置者別・課程別に示す（表 1）。 

 

表 1 調査対象校 設置者・課程別の内訳 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

２．調査協力校 

1590校より回答があった（表 2）。回収率は 32.6％である。 

回答をいただいた協力校のうち、設置者別では、国立 4校、都道府県立 1300 校、市町立 73 校、私立 213校

であった。課程別では、全日制が 1295校、定時制が 292 校である。依頼時には全日制・定時制課程に依頼をし

たが、通信制高校から 3回答あった。 

 

表 2  協力校 1590校 （設置者・課程・入試枠有無） 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

設置者別 全日制（校） 定時制（校）   合計 

国立 15 0 15 

都道府県立 3,203 559 3,762 

市町村区立 153 48 201 

私立 883 10 893 

合計 4,254 617 4,871 

単位（校） 
設置者

別 

課程別 

全日制 定時制 ※その他（通信制等） 

  枠有 枠無 
 

枠有 枠無 
 

枠有 枠無 

国立 4 4 3 1 0 0 0 0 0 0 

都道府県立 1,300 1,029 185 844 269 31 238 2 0 2 

市町立 73 53 12 41 19 1 18 1 0 1 

私立 213 209 25 184 4 0 4 0 0 0 

合計 1,590 1,295 225 1,070 292 32 260 3 0 3 
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3．外国人生徒等在籍校について 

調査協力校 1590校のうち、令和 3年度 5月 1日現在、外国人生徒等が在籍する高校は 880校であり、協力

校全体の 55％に当たる（表 3）。 

設置者別では、国立 2校、都道府県立 708校、市町立 45校、私立 125校であった。課程別に見ると、全日制

は 692校で、定時制は 185校であり、その他通信制が 3校であった。 

全日制課程における特別枠のある高校は 157 校で過程全体の 22.7％であった。一方、定時制課程では特別

枠のある高校は 20校で、比率にして 10.8％であった。 

 

表 3  令和 3年度外国人生徒等が在籍する高校 880校 （設置者・課程・入試枠有無） 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位（校） 設置者

別 

課程別 

全日制 定時制 ※その他（通信制等） 

  枠有 枠無 

 

枠有 枠無 

 

枠有 枠無 

国立 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0 

都道府県立 708 536 124 412 170 19 151 2 0 2 

市町立 45 31 7 24 13 1 12 1 0 1 

私立 125 123 25 98 2 0 2 0 0 0 

合計 880 692 157 535 185 20 165 3 0 3 


